
神奈川県作業療法士会平成 18年度第１回理事会議事録 
日 時：平成 18年５月 16日 

19:05～20:30 
場 所：神奈川県作業療法士会事務所 

出席者：長谷川 鶴見 清水 錠内 浅海 松藤 田中 伊藤 長谷 松本 亀ヶ谷 
    監事：佐藤 理事外：澤口 山田 野本 

議 題 内 容 

１． 会長挨拶 
 
 
 
 
 
 
 
２． 三役会報告（錠

内） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３． 各部報告 
①広報部（松本） 
 
 
 
 
②情報統計部（松藤） 
 
 

平成 18年度、本メンバーで二期目、色々となれてきたところ
である。一方診療報酬の改定は多くの問題を抱えている。県士

会として求められていることは多い。そういった中大切なのは

組織率である。たとえば呼吸器リハはＯＴでは実施することが

できないなどといった状況に対して具体的な動きをすることも

必要となる。神奈川県でも厳しい状態であるがしっかりと活動

していく。 
 
・ケーブルテレビの中で県士会のＣＭ放送ができる（紹介）。 
・協会教育部より:認定作業療法士の申請には県士会の推薦が必
要になる。 
・診療報酬改訂反対署名への協力に関して：県士会としては行

わない。実施したい場合は個別で。 
・学会に関して 
 日時：平成 19年 4月 21日（土） 
会場：川崎産業振興会館（1階大会議場と 11,12階を使用）
使用料 4万円程度。 
今後、川崎を中心に実行委員を集めていく。 
学会の運営に対する会計監査はどうしていくか？ 
今までは実行委員が会計報告を行っていた。 
浅海：外部による監査は必要でしょう。 
会長：神奈川県士会の事業であるのだから、やるべきだろう。

やり方に関してはよく考えていきたい。 
佐藤：三役会でやり方のたたき台を作ったらどうか。あまり

時期が離れても監査する側、される側ともに大変である。 
・特設委員会の承認 
 保健委員会の委員長 伊藤公一氏→承認 

 
・別紙資料あり 
・折込チラシに関して（昨年度との変更点の説明） 
 まず広報部 松本理事に連絡する。 
 直接、ひまわり作業所に送る。 
・ニュースの発行予定に関して報告 
 
別紙資料あり 
・現在の 2006年度会費納入率８％ 
・発送ラベルが新しくなる。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③福利部（田中） 
 
 
④学術部（奥原生涯教育

担当） 
 
 
 
 
 
 
 
⑤Ｗｅｂ管理委員会（錠

内理事代理報告） 
 
 
 
 
4.その他 
 
 
 

・ＯＴ協会会員管理システムモデル士会に選出された。 
 錠内理事、松藤理事、大西部員と運営会議に出席予定。 
・それに伴う問題 電話回線に関して 
 システム導入のため、ＩＳＤＮを導入しなければならなくな

った。 
 1案:ＡＤＳＬからＩＳＤＮへ変更 
 2案:回線を新設 
 長谷：データの管理がよくなり、おそらく今年度の会費納入

はよくなる。 
 浅海：部員の中に会員の個人情報に対してどのように、リス

ク管理をしているか危惧しているものもいる。折を見て情報

管理対策について会員に知らせたらどうだろうか。 
 清水：会員データ用パソコンを用意し、回線からの流出のな

いようにしたらどうか。 
 回線に関しては 2回線用意する、2案で決定。 
 
別紙資料あり 
・新入会員オリエンテーションおよび歓迎懇親会開催に関して。 
 
別紙資料あり 
・部員の承認 生涯教育担当班として 
本藤広美 芳村紘恵 西尾香苗 林純子→承認される 
・ポイントシールの管理に関して 
 事務局管理となる 
・新人教育プログラム 
 日程決まりＷｅｂに掲載した。 
 例年通り 15テーマ 
 
別紙資料あり 
・部員の承認 
 細谷香菜子→承認 
・修正原稿の執筆依頼 
・スパムメールに気をつけてください 
 
浅海：「福祉用具に関する講座が県士会のものと協会のものと類

似しているが互換性が持たせられないか」という質問が一般

会員からきている。 
亀ヶ谷：類似した内容であるが、今後それぞれの内容の差は出

てくるようになる。 
・都道府県作業療法連絡協議会からの報告（清水） 
 会長が来年度業務上勤められなくなったため、会則を変更し

選挙を行う予定。 
 神奈川は立候補なし。 
 作業療法推進月間の昨年の報告書がＣＤで届いた。 



 本学会にて実務者研修会が行われる、7月 2日ＡＭ。どなた
か出席できるか？MLで依頼します。 
・6団体の総会に関して（錠内） 
 4月の診療報酬改定以降の各団体の現状に関して、伊藤保健
委員会委員長と清水福会長が報告する。総会に欠席の場合は

委任状を出してください。 
 浅海：県士会として県などの公的機関に陳情するなどのアク

ションを起こすべきではないだろうか。県士会員のためにも

声を出していくべきではないか。 
・今後の日程に関して（別紙資料） 
 原則は火曜日 
 中間決算を 8月末→9月理事会、12月末→1月理事会 
来期の構想を考えていかなければならない（2期 4年やって
いる方が多い） 
 

次回平成 18年 7月 18日 
以上 

 
報告者：野本義則  
文責：錠内広之 


